
 

学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  岐阜県立恵那南高等学校学校運営協議会（第１回） 

 

２ 開催日時  令和３年５月２８日（金）～６月１４日（月） 

 

３ 開催場所  書面開催 

 

４ 参 加 者   会  長  桜井 正之    学識経験者 

         副会長  鈴木 隆一  ＮＰＯ法人「いわむら一斎塾」理事長 

委  員 沼田 武利  明智振興事務所長 

              根﨑 育郎    恵那南高等学校同窓会長 

              安藤 一博    恵那市立明智中学校長 

              熊倉あけみ    恵那市恵南商工会女性部部長 

              足立伊公子    一般社団法人えな健幸生活支援隊事務局長 

              堀  陽子    農事組合法人おんさい工房 

              石田 宏樹  株式会社ＲＯＢＯＺ代表取締役 

              安藤美千代    恵那南高等学校ＰＴＡ代表 

  オブザーバー 

        水野 正敏  岐阜県議会議員 

              大畑 雅幸   恵那市教育長 

              渡辺 康正    明知鉄道（株）代表取締役 

              林  尚志  県立高校地域連携コーディネーター 

                                     （敬称略） 

                                                                   

            学 校 側  高橋 俊和    校長      安藤 琢也  進路指導主事 

                     坂本 康晴    教頭      深萱しのぶ  生徒指導主事 

              永瀬 雅彦  事務長     小島 光示  総合学科主任 

                        柴   成吉  教務主任 

                                                               

 

５ 会議の概要 （令和３年度の学校運営方針について） 

      意見１：新型コロナウイルス感染症予防のため様々な制限がある中ではあるが、それだけに、

本来大切にすべきことに力を注いでほしい。 

      意見２：少人数教育を有効に生かし、地域へ活発なアピールをしながら生徒数を確保するこ

とを目指すべきである。 



      意見３：魅力的なカリキュラムを生かし、外部への情報発信も強化していくことが大切であ

る。 

      意見４：生徒の成功体験につながるように、習熟度別授業や少人数教育を通じて、他者と協

力して取り組むことや対外的に評価される機会を設けるとよい。 

      意見５：学校運営方針は十分によい。職員、保護者、地域がよく理解し地道に具現化してい

くことが大切である。 

      意見６：恵那南高校の特色と地域での必要性をさらにアピールできるような取組を増やすと

よい。 

      意見７：ＩＣＴ教育における遠隔事業を有効活用し、遠くの学校に通わなくてもよいような

教育環境を整えられるとよい。 

      意見８：学力向上や進路実現のためには保護者の理解や協力も重要である。今後も保護者に

対する情報発信を大切にしてほしい。 

      意見９：高校３年間を通して、生徒が地域をはじめとした多方面とつながりを持つことで、

自己決定力や自己肯定感を育んでほしい。 

      意見 10：生徒に対して共感的な姿勢で自己肯定感や主体性を育もうとする方針がとても具

体的に掲げられており素晴らしい。 

         

（「スクール・ポリシー」の策定について） 

      意見１：本校の教育目標「社会的・職業的自立に向けた基礎となる資質や能力を培い、知・

徳・体の調和のとれた心豊かな地域社会人の育成を図る。」これが全ての柱である。

生まれ育ったこの地域で、生徒たちが将来に渡って自らの活躍の場を求めるような

心を育てたい。 

意見２：育てたい生徒像や教育課程は、すでに構築できていると思う。新たに策定しようと

するのではなく、今までの教育理念を再構築すればよい。より学習しやすい環境と、

生徒がやってみたいと思うような活動を取り入れることに力を注ぐべきである。 

      意見３：地元企業の見学や体験学習を充実させて、広い視野を持つ生徒を育てたい。何より

もまず、地域を知ることが大切である。 

      意見４：日頃の指導の中で「誇り」と「志」を持たせることが第一歩である。時間はかかる

が「待ち」の教育で自主性を養いたい。「親切」な教育との使い分けが重要である。 

      意見５：生徒の姿が中学生の憧れとなるように、教職員だけでなく関係者皆で育てていきた

い。 

      意見６：本校は、恵那市南部に生き続けている教育の歴史と伝統を継続していく学校である。 

          地域との関わりの中から「地域で活躍しよう」という気持ちを醸成するような教育 

活動を実践するとよい。また「探究的な学び」を深め、自ら課題解決できる生徒の 

育成を目指してほしい。 

      意見７：本校には、とてもアットホームな空気が流れており、それが学校としての魅力だと

思う。卒業した後も、心の拠り所となる家族のような学校づくりを、地域と一体と

なって取り組んでいきたい。 

      意見８：卒業後に、長く広い視野で自分の住む地域のことを考えることができ、自分を活か

せる生徒を育成したい。 

       



意見９：４つの系列がそれぞれの特色を生かす一方で、恵那南高校が一丸となって取り組め

る学習活動があるとよい。例えば、４つの系列が地域に関する学習を進めて、それ

を一つにまとめていくような取組ができるとよい。 

      意見 10：【グラデュエーションポリシー 育てたい生徒像】 

自ら課題を見出し、他者と協力して積極的・自主的に取り組む生徒。 

          【カリキュラムポリシー 生徒をどう育てるか】 

他者と協力することを通じて小さなことから取り組んだ成功体験が必要である。 

          【アドミッションポリシー どんな生徒を待っているか】 

           何事にも好奇心、関心、疑問を持った生徒。 

      意見 11：【グラデュエーションポリシー 育てたい生徒像】 

           地域とつながり、地域の課題を発見し、地域と共生していこうとする生徒。 

          【カリキュラムポリシー 生徒をどう育てるか】 

          自ら考え、行動し、仕事を受け入れる、社会的な力を身に付ける指導。 

          【アドミッションポリシー どんな生徒を待っているか】 

           積極的に物事に取り組む意欲と姿勢が必要である。他者や地域のことを優先して

考えられる生徒。 

 

６ 会議のまとめ 

・第１回学校運営協議会において、学校が提示した「教育課程の編成に関する事項」「学校経営計

画に関する事項」「学校の組織編成に関する事項」について、すべて承認が得られた。 

・本校の今までの取組に対して概ねよい評価であった。 

・特に、少人数を生かした学校の魅力化・活性化という観点からの意見が多かった。 

・本校の教育活動を一貫した体系的なものに再構成するために、今後も学校運営協議会での意見を

ふまえて「スクール・ポリシー」を策定していく。 

・今年度の取組をふまえて、恵那市南部の高校として魅力を増し、将来的に存続できる学校づくり

のため、継続的に意見を募っていく。 

 

 


